
本県では、少子高齢化の進行、労働人口の減少が全国平均
より早く進んでいる。また、「都道府県の審議会等委員に占
める女性の割合」「都道府県防災会議の委員に占める女性の
割合」など全国トップクラスの指標がある一方、県が実施
したアンケートでは、男女の地位について社会全体で見た場
合、男性の方が優遇されているとの回答が８割を超
えている。

地域の実情と課題

「女性の活躍を応援するネットワークとくしま」
構成団体：女性活躍推進法協議会、関係市町村、女性団体、
　　　　　　　県内高等学校、大学、経済団体、働く女性応
援
　　　　　　　ネットワーク会議、テレワーク活
用ネットワーク会議他

連携団体

・ピアサポーター制度や生理用品の提供について、幅広く周
知を行い、更なる需要の掘り起こしに努める。

今後の課題

・ピアサポーターがオンライン相談をすることにより、遅い
時間帯の相談にも対応できた。
・地域の集会所等で、ピアサポーターによる相談スペースを
設けたことで、気軽に相談を行ってくれた。
・ピアサポーターを養成する研修を全５回実施し、計36名を
養成。
・生理用品を提供することを契機として相談に繋げた。

事業の効果

コロナに負けない！女性つながりサポート事業【徳島県】

・コロナ禍において、孤独・孤立で不安を抱える女性が数多
く存在すると推察されることから、相談支援の一層の充実を
図る。
・いわゆる「生理の貧困」が顕在化してきている中、生理用
品の提供、及び提供時に相談の実施や相談窓口の案内等
により女性の支援に繋げる。
・事業ＫＰＩ：ピアサポーター養成者数　２０人
　達成状況：３６人

目的・目標

①オンライン相談業務：　ピアサポーターによるＳＮＳやＷＥＢ会
議サービスを利用した相談業務
②アウトリーチ支援業務：　訪問支援を必要とする
人へのアウトリーチ支援
③居場所づくり業務：　地域の集会所等
においてピアサポーターによる 相談スペースを設置
④ピアサポーター養成業務：上記業務を行うピアサポーターの養成
⑤生理用品の提供等：「生理の貧困」状況にある人へ、社会福祉協
議会・学校・子ども食堂等を通じた、生理用品の提供、併せて相談
事業の実施や、相談窓口の案内。

事業の特徴



事業の概要


